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第31回JABA東北地区連盟会長旗争奪野球大会（クラブの部）

準決勝 ＶＳ 東北マークス （６対４）勝利
決 勝 ＶＳ 水沢駒形野球倶楽部 （１対０）優勝

エフコムＢＣ 主将の八百板 飛馬 外野手と
大内 遼河 投手、武藤 正大 捕手より本大会のコメントをいただきました！

八百板 飛馬 外野手（主将）
今シーズンも熱い応援をありがとうございました。最終戦も多くの方が球場へ足を運んでくださりあら

ためてこのチームで日本一になりたい！と思いました。試合結果も優勝で終わることができ来年への良い
スタートが切れそうです。来年も必ず全国大会に行き日本一になれるよう頑張っていきたいと思います。
最後に今一度、今シーズン支えてくださったサポーターのみなさま、スポンサー関係者のみなさま、エフ
コムＢＣを応援していただいているすべての方々にお礼を申し上げます。1年間ありがとうございました。

大内 遼河 投手
公共イノベーション部）山口さんの地元、岩手県宮古市は海と空気がとても綺麗でした。
応援に来ていただいた方、本当にありがとうございました。私自身、今大会を以て野球部を引退となり

ましたが、悔いなく全力で投げることができました。緊張感や圧迫感と同居する日々から離れることは寂
しくもありますが安心もしています。来年の野球部の快進撃を社員として心待ちにしています。

◇試合結果◇

武藤 正大 捕手
東北会長旗杯も熱い応援ありがとうございました。遠方にも関わらず多くの方々に球場に足を運んで頂

きありがとうございました。今シーズン最後の大会でも優勝することができ、とてもうれしいです。
個人的ではありますが、今シーズンで野球部を引退します。３年間ではありましたが、色々な経験がで

きたと思っております。在籍中に全国優勝をすることはできませんでしたが、来年こそ優勝してくれると
思います。３年間、本当にお世話になりました！
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準決勝 ＶＳ 東北マークス

山上 遼真 選手
投手/出身校：弘前聖愛高校 ⇒ 仙台大学

岩手県宮古市で行われた東北連盟会長旗争奪野球大会、準決勝からの出場で初日は練習を行って現地入り。先攻のこの試合、初
回塁に走者を置いて２番伊藤琉晟が打った瞬間３ベースとわかるセンターオーバーで先取点。その後１点を追加し初回は２点で攻
撃を終了。先発は小口、初回は無難に抑えるも２回裏に３ランホームランで逆転を許します。３回を終了して３対４の１点ビハイ
ンドから４回表、武藤の内野安打、川鍋、茨木のライト前などで２点を奪い再び逆転、流れを引き寄せます。６回も八百板飛馬、
伊藤海斗が左右に打ち分けて追加点。
６回、７回は山上がリリーフしテンポよく抑え、６対４で勝利を収めました。

大平 峻輔 選手
外野手/出身校：東日本大学附属昌平高校

⇒ 日本ウェルネススポーツ大学

小口 優太郎 選手 ＜先発＞
投手/出身校：東海大浦安高校 ⇒ 東海大学

武藤 正大 選手
投手/出身校：田村高校 ⇒八戸学院大学
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決勝 ＶＳ 水沢駒形野球倶楽部

八百板 飛馬 選手
内野手/出身校：聖光学院高校

決勝は水沢駒形野球倶楽部。初回、先発渡邉が四球を与えるも、走者を進めさせず三者凡退に打ち取ります。その裏は相手エラ
ーの走者を置いて、３番頼れるキャプテン八百板飛馬がレフトオーバーの２ベースで１点先取し、これが決勝点となりました。先
発の渡邊投手はその後の安定感抜群の投球をし、３塁ベースを踏ませない投球で相手を圧倒。
６回には今季で引退を表明している、エフコムの愛されキャラ武藤が最終打席に入り、球場のボルテージは急上昇。しぶとく粘

り７球目に３年間の思いを乗せた綺麗なライト前で最高の形でチャンスを作りました。そして６回には地元洋野町が近い長根が無
失点でつなぎ、最終回にはこちらも今年で引退する大内が登板し、最後のバッターを三振で抑えて１対０で優勝を収めることがで
きました。
今年の試合はこちらの大会で以上になります。１年間応援ありがとうございました！！

大内 遼河 選手
投手/出身校：福島高校 ⇒ 東北学院大学

岩崎 凛太郎 選手
内野手/出身校：安達高校 ⇒ 東北公益文科大学

大河内 陸 選手
外野手/出身校：福島商業高校

応援ありがとうございました！


